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わりの会（15分）の 3部構成とした。期間および実施回数は，5月中旬から 8月下旬まで，全 10
回とした。場所は大学内の会議室を利用した。
　学習支援のスタッフとして，ボランティア大学生 4人と，筆者ら修学支援コーディネーター 2人




児童 診断名 性別 学年
A 高機能自閉症 男 1
B 高機能自閉症 男 1
C 広汎性発達障害 女 2
D 自閉スペクトラム症 男 2
E 多動傾向を伴う広汎性発達障害 男 3
F アスペルガー症候群 男 4
G 広汎性発達障害 男 4









した児童用自尊感情尺度から学習に関する 5項目を選出し，合計 15項目を 4件法で求めた（15～
60点）。なお，前者の 10項目は小学生が理解しやすいよう表現を改めた。

























　児童 2人に対し担当者 1人を配置。個別対応に近い環境を作るため，部屋の 4隅それぞれに 3人














施前後を通して 4人の児童から有効回答が得られた。実施前平均得点は 8.75（± 3.5）であり，実
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　実施前後を通して有効回答が得られた母親は 5人であった。実施前平均得点が 28（± 2.4）実施
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る可能性が考えられたが，それは図 1と図 3の比較からもうかがえる。図 1は児童別の学習に関す
る自尊感情尺度得点の変化を示しており，図 3は母親別のローゼンバーグ自尊感情尺度得点の変化
を示しているが，児童 C，D，E，Gと，その母親 CM，DM，EM，GMの得点推移が非常によく
似ている。減少を示したのは児童では Cのみ，母親では CMのみで母子が一致した。また，上昇
した中で一番得点が伸びたのが児童は Eで，母親では EMであり，ここでも母子が一致する結果
となり，お互いの自尊感情が相互に影響を及ぼしあっている様相が示された。しかしそれは，今ま
で述べてきたような正の作用だけではない。そこで次に，自尊感情尺度得点の減少を示した児童 C
と母親 CMについて述べる。
Ⅳ．児童Cと母親CMについて
　事例の概要について述べる。Cは『キッズゼミ』に全回出席した。学校の学習内容を先取りして
いくほどであり，学習能力には問題のない児童であった。母親 CMも Cの学習能力には心配をし
ていなかった。しかし，対人緊張が非常に強いことと，コミュニケーションの問題を抱えており，
特別支援学級に在籍していた。『キッズゼミ』参加時期は，学級担任との意思疎通がうまくいかず，
ストレスを募らせて学校の授業に集中できなかった時期と重なっており，家では学校のことで癇癪
を起こすことが頻発していたということであった。母親 CMは，コーディネーター役として学校
と連絡を取り合い，また母親として Cの癇癪を受け止めていたが，進展のない事態に疲れ，「Cを
落ち着かせるのが大変」だと『ママゼミ』で悩みを打ち明けていた。
　次に，それぞれの質問紙調査結果の内訳をみていく。Cの学習に関する自尊感情尺度において，
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逆転項目である「私はあまり勉強が得意ではありません」の得点は減少し，勉強が得意ではない感
覚が高まった。また，「自分の成績はよいと思います」の得点も減少を示し，結果として学習に関
する自尊感情尺度得点全体が減少した。一方母親である CMの結果を見ると，ローゼンバーグ自
尊感情尺度得点の減少の他に，母親自身と子どもに対する気持ちの変化に関して，「子どもをほめ
てあげたいと思うことがある」と，「お子さんの学習への取り組みに満足している」の項目で得点
が減少していた。
　概要から，それぞれの自己評価の低下には学校での問題が大きく，『キッズゼミ』や『ママゼミ』
以外の要因が働いていたことが考えられる。Cにとっては担任の先生とのすれ違いが発端となって
おり，母親にとっては進展のない事態が重くのしかかっていた。そのため，この事例に関しては短
期間の学習支援を通しての効果を要因として述べることが出来ないが，母親の自尊感情得点の低下
と同時に，普段は認めている子どもへの評価が下がっている点，子どもの自尊感情の低下も同時に
生じている点に着目したい。これらの変化が同時に生じている点は，ポジティブな変化を示した他
の事例と一致していた。つまり，事例 Cでは母子の自尊感情の低下というネガティブな連鎖が生
じていた可能性も考えられる。母子の自尊感情の様相が相互に影響を及ぼすのは，正の効果がある
ときだけでなく，ネガティブな相乗効果によって母子双方の自尊感情が低下してしまう危険がある
ことが考えられた。
総合考察
　調査結果から，母親の変化と児童の変化との関連が示唆された。自尊感情と養育態度の関係を調
査した加藤ら9）の研究からは，自尊感情の高い母親は子どもとの関わりをポジティブに感じ，適切
な関わりに繋がりやすいことが指摘され，結果的に子どもの自尊感情が育まれやすいことが示唆さ
れている。
　『キッズゼミ』は「特性を理解した大学生と苦手科目を学習することを通して，よりよい対人関
係作りと子どもの適応行動の増加を目指す」ための児童に対する学習支援だったが，児童と母親は
切り離せない関係であり，母親を支援することが児童の支援にもつながることが示唆される結果と
なった。発達障がい児を育てる親は，見えない障害であるがゆえに，子どもへの期待と落胆を繰り
返すことになり，障がい受容が難しく15），また周囲からの理解も得られにくい。さらに，1人の親
が療育者役割やコーディネーター役割などの様々な社会的役割を果たす必要があるため20），母親の
心のバランスは崩れやすいことが容易に推測でき，児童への負の影響も懸念される。今までは『キッ
ズゼミ』の補助的な位置づけであった『ママゼミ』であるが，母親支援にもより力を入れていくこ
とが望まれているのではないだろうか。Cの母親は学校での理解の得られなさや疲労により心のバ
ランスを崩しかけていた状態と捉えることもできるが，短期間の『ママゼミ』では支え続けていく
ことが難しかった。この事例のような母親をいかに支え，どのように負の連鎖を食い止めていくか
を検討していくことが，今後の児童期の軽度発達障がいに対する支援発展のための課題の一つだと
考えられる。母親のポジティブな反応を引き出すものとして，周囲からのサポートや子どもの成長，
障がいに関する情報，自分の時間の確保等が重要であることが親支援の研究から明らかとなってき
ている3）4）23）。これらを参考にし，『ママゼミ』でのプログラムや支援方略等を検討していきたい。
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